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崩壊箇所源頭部 崩壊箇所源頭～下方 

  

崩壊地内縁の根系 崩壊地内の倒木の根系 

  

周辺森林（その１） 周辺森林（その２） 
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崩壊地下方の流木堆積状況（その１） 崩壊地下方の流木堆積状況（その２） 

 

 

④  東原地区崩壊地 A（日田市） 
地質は火山岩類（安山岩、玄武岩）であり、主な樹種はヒノキで根系の深さは 1～

2m まで達していた。崩壊深は 3～5m、崩壊発生域の傾斜角は 22 ﾟ、崩壊発生域の

長さは 60m、幅は 40m であった。凝灰角礫岩層界に崩壊面を形成しており、同層界

では湧水が確認された。崩壊は斜面上部及び下部で発生しており、両者の間は上部

の崩壊土砂が崩落、流下したのみである。 
 

  
崩壊箇所源頭部 崩壊箇所源頭～下方 

  
崩壊地内縁の根系 崩壊地内の倒木の根系 
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周辺森林（その１） 周辺森林（その２） 

  
崩壊地下方の流木堆積状況（その１） 崩壊地下方の流木堆積状況（その２） 

 

 

⑤  東原地区崩壊地 B（日田市） 
地質は火山岩類（安山岩、玄武岩）、主な樹種はスギで根系の深さは 2m まで達し

ていた。崩壊深は 10～15m と今回現地調査を実施した崩壊地の中では最も深かっ

た。崩壊発生域の傾斜角は 35 ﾟ、崩壊発生域の長さは 145m、幅は 55m であった。

崩壊幅は中腹部 50～60m、上部 20～25m と上部が急に狭くなることから、まず中

腹部で崩壊が発生し、上部斜面の崩壊を誘発したと考えられる。崩壊面である風化

安山岩上面では湧水が確認された。 
 

  
崩壊箇所源頭部 崩壊箇所源頭～下方 
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崩壊地内縁の根系 崩壊地内の倒木の根系 

  
周辺森林（その１） 周辺森林（その２） 

  
源頭部上部の亀裂 崩壊地下方の流路の状況 
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２ 既設治山施設の状況 
現地調査による既設治山施設の確認状況は以下のとおりである。 

 
① 真竹地区 治山施設（朝倉市） 

治山ダムが（昭和 41 年度、59 年度施工、堤高 5.0～8.0m、堤長 14.0～26.5m）

が、放水路及び袖部に多数の流木を捕捉している状況を確認した。 
 

  
治山ダム（1 基目）全景 治山ダム（1 基目）堆砂域の状況 

  
治山ダム（2 基目）全景 治山ダム（2 基目）堆砂域の状況 

  
治山ダム（3 基目）全景 治山ダム（3 基目）堆砂域の状況 
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治山ダム（4 基目）全景 治山ダム（4 基目）堆砂域の状況 

 
② 佐田地区 治山施設（朝倉市） 

佐田地区 建では、透過型治山ダム（平成 5 年度施工、堤高 9.0m、堤長 29.5m、

スリット部高さ 4.0m、スリット部幅 8.0m）が、佐田地区 箸立では、透過型治山

ダム（平成 17 年度施工、堤高 6.0m、堤長 28.7m、スリット部高さ 3.0m、スリット

部幅 9.0m）が、それぞれスリット部及び袖部に多数の流木を捕捉している状況を確

認した。 
また、箸立の透過型治山ダムの下流側では、渓流周辺の森林が多数の流木を捕捉

し、緩衝林として機能している状況を確認した。 

 

  
透過型治山ダム（建）全景 透過型治山ダム（建）堆砂域の状況 

  
透過型治山ダム（箸立）全景 透過型治山ダム（箸立）堆砂域の状況 
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流路部に生育している流木          緩衝林として機能した森林 

（植栽されたスギが生育） 
 
 
③ 猿喰地区 治山施設（東峰村） 

治山ダム（昭和 45 年度、平成 27 年度施工、堤高 4.5～7.0m、堤長 24.0～33.5m）

が、放水路及び袖部に多数の流木を捕捉している状況を確認した。 
 

  
治山ダム（1 基目）全景 治山ダム（1 基目）堆砂域の状況 

  
治山ダム（2 基目）全景 治山ダム（2 基目）堆砂域の状況 
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治山ダム（3 基目）全景 治山ダム（3 期目）堆砂域の状況 

 
 
④ 東原地区 治山施設（日田市） 

治山ダム（平成 7 年度施工、堤高 8.5m、堤長 24.0m）が、放水路及び袖部に多数

の流木を捕捉している状況を確認した。 
 

  
治山ダム全景 治山ダム放水路の状況 

  
治山ダム堆砂域の状況 治山ダム上流の状況 
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資料３ 
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資料４ 昭和 20 年代から 30 年代の主な災害の被害概要 
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  出典：一般社団法人 日本治山治水協会「治山事業百年史」 
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（参考）具体的な対策 
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